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【様式】
平成３１（令和元）年度 学校マネジメントシート

学校名（ 松阪工業高等学校全日制 ）

１ 目指す姿

⑴ 目指す学校像 ○社会人として必要とされる人材となるために、挨拶をはじめとする基本的生活習
慣を身につけ、人権感覚豊かな人間性を磨く学校

○専門学科における知識、技術の習得に意欲や向上心を持ち、技術者として通用す
る専門性を養うとともに、地域からの信頼に応える学校

○文武両道に成果を示すことのできる生き生きとした学校

⑵ 育みたい ○基本的生活習慣と高いコミュニケーション能力を身につけた人権感覚豊かな生徒
生徒像 ○仲間を大切にしながら部活動や資格取得等の取組を活発に行う生徒

○希望の進路実現に向けて主体的、積極的に行動する生徒

ありたい ○生徒の個性を伸ばしながら人間性を高めることを常に意識し、生徒の成長を自ら
教職員像 の喜びとする教職員

○生徒の進路実現を目指し、基礎学力の向上や専門的な知識・技術の習得等に向け
た弛まぬ努力を行う教職員

２ 現状認識

⑴ 学校の価値を 〈生徒〉希望進路の実現。わかりやすい授業の実施と基礎学力の向上。充実した学
提供する相手と 校行事や部活動等の実施。
そこからの要求 〈保護者〉基礎学力の向上。希望進路の実現。施設・設備等の教育環境の充実。学
・期待 校行事等への参加機会の増加。

〈地域（含む小中学校、就職・進学先）〉社会人としての基本的生活習慣や礼儀の
養成。技術者としての広範な知識と高いコミュニケーション能力の育成。奉仕活
動等の地域連携の充実。

⑵ 連携する相手 連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待
と連携するうえ
での要望・期待 〈保護者・地域〉同上 〈保護者・地域・同窓会〉ＰＴＡ活動、

〈同窓会〉本校の歴史と伝統を十分に理 地域行事、インターンシップ、講演会
解し、本校生徒としての誇りと自覚を 等による学校経営への参画。
持つ、社会に有為な人材の育成。

⑶ 前年度の学校 ○進路状況の良好さに甘んずることなく、資格取得に一層取り組むとともに、英語
関係者評価等 力やプレゼンテーション能力等の育成にも尽力してもらいたい。

○校外清掃等の地域活動に今後も継続して取り組んでもらいたい。
○教職員の年齢構成を十分に生かし、若手教職員の資質向上や個々の教育活動の活
性化を図ってもらいたい。

⑷ 現状と 教育 ○教職員は、教科指導や部活動指導、資格取得支援等で自律的な教育活動を展開し
課題 活動 ているが、質の向上という点で改善・工夫の余地がある。

○生徒は、挨拶や礼儀等の基本的な生活習慣を身につけつつあるが、十分なコミュ
ニケーション能力の習得には至っていない。

学校 ○本校への関心が高まり、諸行事への協力等の地域からの要請が増加しているが、
運営 生徒や教職員の間には多忙感も少なからず生じている。
等 ○ホームページや学校新聞「せきへきたましい」等による魅力的な広報活動を進め

ているが、一定の志願者数の確保には繋げられていない。
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３ 中長期的な重点目標

教 ○生徒が自己肯定感（自尊感情）を高められるよう、基礎学力の向上、部活動指導や資格取得支
育 援の取組を推進するとともに、特別支援教育や教育相談の充実を図る。
活 ○生徒が自己の在り方生き方を主体的に考えられるよう、「生徒指導は進路指導」の認識の下、
動 基本的生活習慣の確立の取組を推進するとともに、コミュニケーション能力等の社会的・職業

的自立に向けて必要となる資質・能力の育成を図る。
○生徒が互いの良さや個性、多様な考えを認め合い、自主的・実践的に活動できるよう、人権教
育、道徳教育、命を大切にする教育、主権者教育の充実を図る。

学 ○生徒が主体的・対話的で深い学びができるよう、授業改善を推進するとともに、教育課程の改
校 善や人的・物的体制の確保等による教科等横断的な学習の充実を図る。
運 ○中学生や地域住民が本校を魅力あふれる学校として認知できるよう、日々の情報発信をはじめ
営 とする広報活動を推進するとともに、地域活動等における連携・協働を図る。
等 ○教職員が健康を維持し、意欲を持って教育活動を継続できるよう、総勤務時間縮減に向けた取

組を推進する。

４ 本年度の行動計画と評価
（１）教育活動

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組

項目 取組内容・指標 結果 備考

教科等指導 （１）基礎学力の定着を図る。 ※◎
【活動指標】①基礎力診断テスト等の取組の定
期的な実施と学力水準の適切な把握。②補習
等の効果的な指導の充実。

【成果指標】診断結果「Ｄゾーン」生徒数の減
少。

（２）適切かつ効果的な部活動指導に努める。
【活動指標】①意欲的な参加機会の創出と生活
とのバランスを考慮した活動の保障。②達成
感・充実感をもたらす指導の充実。

【成果指標】大会等で楽しさや喜びを実感する
生徒数の増加。

（３）資格取得の奨励に努める。
【活動指標】①主体的・積極的な受験（受検）
機会の創出と補講等の効果的な支援の充実。
②資格取得者の一定数の確保。

【成果指標】ジュニアマイスター顕彰優良校と
しての認定。

生徒指導 （１）基本的生活習慣の確立を図る。 ※◎
及び 【活動指標】①毎日の登校指導挨拶の励行と遅

進路指導 刻者の減少に向けた指導の徹底。②問題行動
の未然防止に向けた指導の充実と効果的な特
別指導の推進。

【成果指標】遅刻者数及び問題行動件数の減少。
（２）生徒の希望や適性に応じたキャリア教育
の充実に努める。

【活動指標】①資料室利用の促進や相談・面談
の機会の創出。②企業や大学等の関係諸機関
との早期からの連携の強化。

【成果指標】卒業時点での進路未決定者数の減
少。
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その他の （１）健康の自己管理（セルフ・ケア）能力の ※
生徒支援 育成を図る。

【活動指標】①効果的な啓発機会の創出。②生
徒一人ひとりの課題に応じた教育相談（カウ
ンセリング）の推進。

【成果指標】保健室来室者数の減少。
（２）人権教育等の人間としての在り方生き方
を考えるための教育の充実に努める。

【活動指標】①ＨＲ等での個性や多様な考え等
を認め合う環境の整備。①自立心や自律性、
生命を尊重する心等の育成に向けた学校総体
での取組の推進。

【成果指標】人権ＬＨＲ等の各種取組の積極的
な公開。

改善課題

（２）学校運営等
【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組

項目 取組内容・指標 結果 備考

教育活動の （１）授業改善の推進に努める。
質の向上 【活動指標】①授業等の学校行事の積極的な公

開。②校内外の研修への積極的な参加と継続
的な自己研鑽。

【成果指標】授業公開アンケート等での好評価
の確保。

（２）広報の充実と地域連携の深化に努める。 ※
【活動指標】①学校案内やＨＰ等の広報媒体の
魅力化。②精選をふまえた上での地域貢献活
動への参画。

【成果指標】入学志願者の一定数の確保。

業務改善 （１）総勤務時間の縮減に努める。 ※◎
【活動指標】①定時退校日の設定（月２日）と
定時退校者の一定数の確保（職員数の８５％
／Ｈ３０年度８０％）。②部活動休養日の設
定（週１日）と完全実施の確保（Ｈ３０年度
９６％）。③各会議の１時間以内での実施の
継続（Ｈ３０年度１００％）

【成果指標】①時間外労働月８０時間超の職員
数（年間延べ人数）の削減（前年度比の５０
％／Ｈ３０年度４１人）と時間外労働時間の
削減（月２時間／Ｈ３０年度月平均１９時
間）。②年次休暇取得数の増加（年０．５日
／Ｈ３０年度１人平均１９日）。

（２）業務内容の平準化に努める。
【活動指標】①各分掌等の業務内容の精選。②
職員の希望と適性に応じた人員配置の徹底。

【成果指標】組織委員会等での慎重かつ適切な
検討。
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改善課題

５ 学校関係者評価

明らかになった
改善課題と次へ
の取組方向

６ 次年度に向けた改善策

教育活動につい
ての改善策

学校運営につい
ての改善策


